
162015年（平成27年）1月1日号

編
集
■
広
報
課
　
印
刷
■
第
一
印
刷
株
式
会
社
　
毎
月

1
日
・
16

日
発
行

発
行
■伊
勢
崎
市
　
☎
0270－

24－
5111

〒
372－

8501 群
馬
県
伊
勢
崎
市
今
泉
町
二
丁
目

410
番
地 FAX

URL
http://w

w
w
.city.isesaki.lg.jp

0270－
23－

9800

N
o.241

あ
な
た
と
市
政
を
つ
な
ぐ
情
報
紙
ISESAKI PU

BLIC RELATIO
N
S

2015. 1
. 1

2014年
12月

１
日
現
在

●
人
口
 
211,258人

●
世
帯
数
 
83,669戸

田島弥平旧宅物語

世界遺産
富岡製糸場と絹産業遺産群

防災・防犯情報を配信中  いせさき情報メールに登録を！ 登録方法など詳しくは10ページへ

●あなたと市政をつなぐ情報紙●●あなたと市政をつなぐ情報紙●

１月１日号
2015年（平成27年）No.241

誕生
周
年

伊勢崎市は
平成27年１月１日で
誕生10周年

P２－３ 新年のごあいさつ・伊勢崎市10年の歩み
P４ 「上野国佐位郡正倉跡」が国の史跡に指定
P５ 疾走！ 快走！ 力走！ 伊勢崎シティマラソン
P６ 防災とボランティアについて考えよう

こうず け の く にこ う ず け の く に ささ いい ぐんぐん しょうしょう そうそう あとあと

表紙写真：伊勢崎市 誕生10周年
平成17年１月１日の市町村合併で新し
い「伊勢崎市」がスタートして、ことしの
１月１日で10周年です。元気に走って
くれたのは、本市と同じ平成17年生ま
れの子どもたち。子どもたちに負けない
よう、伊勢崎市も元気に走り続けます。

主な内容

これからも
走り続けます！
これからも
走り続けます！ サークル名 かるがもダンス愛好会第33回 南公民館

　ラテンやモダンなどの社交ダンスを楽しむサークルです。大
会や発表会がないため、気軽にダンスができます。ダンスは体
を動かすだけでなく、振り付けを覚えるのに頭も使うので、健
康促進とボケ防止にもなります。和気あいあいとした雰囲気の
中で、踊ったり話をしたりして楽しく活動しています。また普
段の練習以外にも、年に４回ほど開催されるダンスパーティー
で親睦を深めています。

　伊勢崎市誕生10周年を迎
えるに当たり、広報の表紙写
真をどうするか―。悩んだ結
果、「伊勢崎シティマラソン」
に出場する子どもたちに協力
してもらうことになり、スポ
ーツ少年団などを通じて参加
を呼び掛けました。スタート
前の限られた時間を使って撮
影を開始。表紙写真は、タイ
トル文字やとじ穴の位置など
も気にしながら構図を考えま
す。ぶっつけ本番でしたが、
何とか撮影することができま
した。協力してくれたみんな、
ありがとう。20周年のとき
も、よろしくね!?　　　（し）

第

田
島
弥
平
旧
宅
と
高
山
社
跡

22
話
　

問い合わせ
●文化財保護課（☎63－3636）
●田島弥平旧宅案内所（☎61－5924）

　
藤
岡
市
に
あ
る
高
山
社
跡
は
、

高
山
長
五
郎
が
養
蚕
方
法「
清
温

育
」を
開
発
し
、
そ
れ
を
広
め
る

た
め
明
治
17
年（
１
８
８
４
年
）に

養
蚕
教
育
機
関「
養
蚕
改
良
高
山

社
」を
設
立
し
た
場
所
で
す
。
長

五
郎
は
、
こ
の
高
山
社
の
初
代
社

長
に
就
任
し
ま
し
た
。
長
五
郎
が

開
発
し
た
清
温
育
は
、
蚕
室
を
暖

め
て
蚕
を
飼
育
す
る「
温
暖
育
」と
、

田
島
弥
平
が
大
成
し
た
通
風
を
重

視
し
て
蚕
を
飼
育
す
る「
清
涼
育
」

の
両
方
の
長
所
を
取
り
入
れ
た
養

蚕
方
法
で
す
。

　
明
治
15
年
、
長
五
郎
は
弥
平
の

元
を
訪
れ
、
清
涼
育
を
学
び
ま
し

た
。
清
温
育
で
も
蚕
室
の
換
気
は

重
要
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
弥
平
が

▶住居兼蚕室の母屋
　（写真提供：藤岡市）
高山社跡に残る母屋は、
清温育を理想的に行う
ための建物として明治
24年（1891年）に建て
られ、高山社の分教場
として利用された。ほ
かに長屋門、井戸、外
便所、焚屋、桑貯蔵庫
跡、屋敷神が残ってい
る。

考
案
し
た
瓦
ぶ
き
２
階
建
て
で
、

屋
根
に
換
気
用
の
や
ぐ
ら
を
乗
せ

た
蚕
室
の
構
造
は
、
高
山
社
に
も

引
き
継
が
れ
ま
し
た
。

　
明
治
19
年
に
長
五
郎
が
亡
く
な

る
と
、
跡
を
継
い
で
２
代
目
社
長

と
な
っ
た
町
田
菊
次
郎
は
、
生
徒

の
増
加
に
対
応
す
る
た
め
校
舎
を

藤
岡
町（
現
在
の
群
馬
藤
岡
駅
の

近
く
）に
移
し
、
高
山
社
の
発
展

に
力
を
尽
く
し
ま
し
た
。
学
校
が

廃
校
と
な
る
昭
和
２
年（
１
９
２

７
年
）ま
で
に
、
日
本
全
国
は
も

と
よ
り
、
中
国
や
朝
鮮
半
島
か
ら

も
生
徒
を
受
け
入
れ
、
２
万
人
以

上
が
こ
こ
で
養
蚕
技
術
を
学
び
ま

し
た
。
優
秀
な
卒
業
生
は
養
蚕
教

師
と
し
て
、
日
本
国
内
だ
け
で
な

く
、
中
国
、
朝
鮮
半
島
、
台
湾
に

も
派
遣
さ
れ
、
各
地
で
養
蚕
の
指

導
に
当
た
り
ま
し
た
。

　
蚕
室
の
温
度
調
整
や
換
気
を
細

か
く
行
う
清
温
育
は
、
養
蚕
に
か

か
る
日
数
の
短
縮
が
図
ら
れ
、
さ

ま
ざ
ま
な
気
候
の
土
地
で
の
養
蚕

を
可
能
に
し
た
た
め
全
国
各
地
に

普
及
し
、
明
治
20
年
代
以
降
、
近

代
日
本
の
養
蚕
方
法
の
中
心
と
な

り
ま
し
た
。

た
か

や
ま

し
ゃ

あ
と

はた

ま

せ
い

た
か

や
ま
ち
ょ
う
ご

ろ
う

お
ん

▲蚕室を暖めるための火鉢
母屋２階の蚕室の床下には、火鉢を設
置するためのスペースが設けられてい
る。１階から火鉢の設置されていた場
所を見ることができる。

い
く

さ
ん  

し
つ

ま
ち

だ

き
く

じ

ろ
う

お
ん
だ
ん
い
く

せ
い 

り
ょ
う 

い
く

たき  や

●活動状況は？
▶月２回程度
●活動場所は？
▶南公民館
●メンバーは？
▶21人



　
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え

の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
平
成
17
年
１
月
１
日
に
新
し
い
伊
勢
崎
市
が
誕
生

し
て
か
ら
、
10
年
の
節
目
の
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
本
市
で
は
こ
の
10
年
間
、
先
人
の
築
い
た
歴
史
・

伝
統
・
文
化
を
引
き
継
ぐ
と
と
も
に
、
各
地
域
の
一

体
化
を
図
り
、
均
衡
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
本
年
４
月
か
ら
は
、「
夢
ふ
く
ら
み
安
心
し
て
暮

ら
せ
る 

元
気
都
市 

い
せ
さ
き
」を
将
来
都
市
像
に
掲

げ
た
第
２
次
伊
勢
崎
市
総
合
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。
都
市
の
防
災
機
能
や
利
便
性
の
向
上
な
ど
を
進

め
る
と
と
も
に
、
学
校
教
育
を
は
じ
め
、
生
涯
学
習

や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
教
育
環
境
の
整
備
、
地
域
の
ブ

ラ
ン
ド
力
の
向
上
や
世
界
遺
産「
田
島
弥
平
旧
宅
」を

活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
な
ど
、
元
気
で

に
ぎ
わ
い
の
あ
る
伊
勢
崎
市
の
実
現
を
目
指
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
市
政
へ
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
本
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ
て

輝
か
し
い
飛
躍
の
年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し

上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

と
う
　
か

え

謹 賀 新 年

伊勢崎市長

10年間の主な出来事

伊
勢
崎
市
10
年
の
歩
み

▲平成17年　第１回いせさき燈華
会開催

▲平成20年　波志江PAオープン

▲平成18年　いせさき市民百人み
こしが復活

▲平成21年　四ツ葉学園中等教育
学校開校▲平成23年　いせさき花火大会再開

▲平成22年　JR両毛線高架切り替え

▲平成25年　ご当地ナンバ
ープレート交付開始

▶
平
成
26
年
　田
島
弥
平
旧
宅
が
世
界
遺
産
に
登
録

市
町
村
合
併
に
よ
り
伊
勢
崎
市
誕
生

黒
羽
根
内
科
医
院
旧
館
の
改
修
工
事
が
終
了

名
称
は
公
募
に
よ
り「
い
せ
さ
き
明
治
館
」に

決
定

第
１
回
い
せ
さ
き
燈
華
会
開
催

い
せ
さ
き
ま
つ
り
で
、
い
せ
さ
き
市
民
百
人

み
こ
し
が
約
１
０
０
年
ぶ
り
に
復
活

市
民
憲
章
、
都
市
宣
言
、
市
の
木
・
市
の
花

が
決
定

全
国
で
40
番
目
の
特
例
市
に
移
行

市
陸
上
競
技
場
付
設
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー

ス
・
10
㎞
コ
ー
ス
が
日
本
陸
上
競
技
連
盟
の

公
認
を
取
得

波
志
江
Ｐ
Ａ
オ
ー
プ
ン

波
志
江
Ｐ
Ａ
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
社
会
実
験
ス
タ

ー
ト

全
国
都
市
緑
化
ぐ
ん
ま
フ
ェ
ア
ｉ
ｎ
い
せ
さ

き
開
催（
〜
11
・
９
）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
あ
お
ぞ
ら
運
行
開
始

人
道
橋
西
部
う
ぬ
き
橋
開
通

市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
あ
ず
ま
開
設

市
役
所
東
館
開
館

上
武
大
学
駅
伝
部
が
箱
根
駅
伝
に
初
出
場

四
ツ
葉
学
園
中
等
教
育
学
校
開
校

北
小
学
校
を
市
内
全
域
か
ら
通
え
る
特
認
校

に
指
定

赤
石
楽
舎
オ
ー
プ
ン

波
志
江
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
本
格
運
用
開
始

Ｓ
Ｌ「
Ｃ
６
１
２
０
」復
活
へ
向
け
て
華
蔵
寺

公
園
遊
園
地
を
出
発

Ｊ
Ｒ
両
毛
線
高
架
切
り
替
え
、
伊
勢
崎
駅
高

架
化

市
役
所
本
館
耐
震
・
大
規
模
改
修
工
事
完
了

東
日
本
大
震
災（
市
内
で
震
度
５
弱
を
記
録
）

台
風
12
号（
24
時
間
雨
量
２
９
７
㎜
を
記
録
）

い
せ
さ
き
花
火
大
会
再
開

Ｓ
Ｌ「
Ｃ
６
１
２
０
」里
帰
り

い
せ
さ
き
銘
仙
の
日
第
１
回
イ
ベ
ン
ト
開
催

田
島
弥
平
旧
宅
が
国
史
跡
に
指
定

絣
の
郷
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン 

花
と
緑
の
ぐ
ん
ま
づ
く
り
２
０
１
３
ｉ
ｎ
伊

勢
崎
開
催（
〜
５
・
19
） 

全
日
本
大
学
野
球
選
手
権
大
会
優
勝
の
上
武

大
学
野
球
部
に
市
民
栄
誉
賞
第
一
号
授
与

東
武
伊
勢
崎
線
高
架
切
り
替
え
、
伊
勢
崎
駅・

新
伊
勢
崎
駅
高
架
化

ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
交
付
開
始

前
日
か
ら
の
大
雪
に
よ
り
積
雪
が
70
㎝
を
記

録 特
急「
と
き
」を
華
蔵
寺
公
園
遊
園
地
に
展
示 

田
島
弥
平
旧
宅
の
世
界
遺
産
登
録
が
決
定

東
毛
広
域
幹
線
道
路
・
玉
村
伊
勢
崎
バ
イ
パ

ス
開
通

１
・
１

４
・
23

10
・
22

８
・
６

12
・
20

４
・
１

６
・
13

３
・
１

３
・
29

〃
４
・
１

７
・
26

11
・
18

11
・
25

１
・
２

４
・
１

〃〃〃
１
・
19

５
・
30

２
・
28

３
・
11

９
・
１

10
・
１

11
・
３

３
・
３

９
・
19

４
・
20

〃
８
・
６

10
・
19

12
・
２

２
・
15

　
３
・
16

６
・
21

８
・
31

平
成
17（
２
０
０
５
）年

平
成
18（
２
０
０
６
）年

　平
成
19（
２
０
０
７
）年

平
成
20（
２
０
０
８
）年

平
成
21（
２
０
０
９
）年

平
成
22（
２
０
１
０
）年

平
成
23（
２
０
１
１
）年

　平
成
24（
２
０
１
２
）年

平
成
25（
２
０
１
３
）年

平
成
26（
２
０
１
４
）年
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伊
勢
崎

シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン

伊
勢
崎

シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン

ま
こ
と

　平成17年、殖蓮小学校の体育館建設に伴う発掘調査で八角形
の倉庫跡が見つかり、三軒屋遺跡の一部が古代佐位郡の正倉院で
あることが分かりました。これらの調査成果により、平成26年
10月６日に三軒屋遺跡の正倉院が「上野国佐位郡正倉跡」の名称
で国の史跡に指定されました。

問い合わせ　文化財保護課（☎63－3636）

　12月７日に開催された「伊勢崎シティマラ
ソン」。10回目を迎える今大会には、過去最
多となる1,940人のランナーの皆さんが参加
しました。ゲストランナーには、毎年参加し
ている上武大学駅伝部監督の花田勝彦さんと
同部の皆さんのほか、今回は世界陸上などで
活躍した谷口浩美さんも加わり、大会は大い
に盛り上がりました。
　冬の伊勢崎を熱く彩ったレースの様子を写
真で紹介します。
問い合わせ　スポーツ振興課（☎27－2747）
　※大会の結果は市ホームページに掲載して
います

国
指
定
記
念
事
業

　「
上
野
国
佐
位
郡
正
倉
跡
」が

国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
た
こ
と

を
記
念
し
て
、
式
典
や
講
演
会
、

写
真
パ
ネ
ル
展
を
開
催
し
ま
す
。

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
式
典
・
講
演
会
】

期
日
　
１
月
31
日（
土
）

時
間
　午
後
１
時
〜
４
時

会
場
　
市
役
所
東
館
５
階
第
一

会
議
室

定
員
　
２
０
０
人

演
題
・
講
師
　

●
上
野
国
佐
位
郡
正
倉
跡
と
古

代
豪
族
＝
佐
藤
信
さ
ん（
東
京

大
学
文
学
部
教
授
）

●
上
野
国
交
替
実
録
帳
の
世
界

＝
前
沢
和
之
さ
ん（
館
林
市
史

編
さ
ん
セ
ン
タ
ー
職
員
）

入
場
料
　
無
料

申
し
込
み
　
当
日
直
接
会
場
へ

【
写
真
パ
ネ
ル
展
】

　
国
指
定
史
跡「
上
野
国
佐
位

郡
正
倉
跡
」の
発
掘
調
査
成
果

を
紹
介
し
ま
す
。

期
間
　
１
月
26
日（
月
）か
ら
２

月
６
日（
金
）ま
で

※

土
・
日
曜
日
は
除
き
ま
す

時
間
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
15
分

会
場
　
市
役
所
東
館
１
階
市
民

ホ
ー
ル

入
場
料
　
無
料

　「上野国佐位郡正倉跡」
は、三軒屋遺跡の中にあ
る遺跡です。今から1300
年くらい前の奈良・平安
時代、本市の大半は佐位
郡と呼ばれていました。
三軒屋遺跡はその佐位郡
の役所跡の一部で、当時
税として集めた米を収納
する倉庫群（正倉院）の跡
が見つかっています。
　三軒屋遺跡では、大き
な溝で囲まれた広い敷地
の中に50棟以上の米倉
跡が見つかっており、そ

の範囲を中心とした倉庫群跡が「上野国佐位郡正倉跡」
という名称で国指定史跡になりました。

どんな遺跡なの？
　「上野国佐位郡正倉跡」では全国で初めて八角形の倉
庫跡が見つかっています。またこの建物のことが「上
野国交替実録帳」という平安時代の文献史料にも書か
れていることが分かりました。実際の調査で古代の史
料に書かれた建物が特定されることは極めて珍しく、
全国的にも注目されています。この「上野国交替実録
帳」の佐位郡正倉のページに八角形の倉庫について書
かれていることから、史跡の名称が決まりました。

何が特徴なの？

　遺跡は地下に埋まっているため、史跡の範囲内では地面を掘
ることをある程度規制して、遺跡を保護していく予定です。郡
の役所は正倉院以外にもさまざまな施設があるため、これから
も発掘調査を続け、郡役所全体の把握に努めていきます。
　史跡の周りにも郡役所のほかの施設が眠っている可能性があ
ります。近くで建物の建設などの開発行為を行うときには、文
化財保護課に連絡してください。

これからどうするの？

｢上野国佐位郡正倉跡｣が国の史跡に指定
こう ず け の く に さ い ぐん しょう そう あと

▼発掘された八角形倉庫跡（平成17年撮影）

ハッソー君

▲上野国佐位郡正倉跡の一部（殖蓮
小学校）の発掘状況（平成17年撮影）

今後の遺跡の
保護や調査に、
ご理解・ご協力
お願いしますのぅ

子どもたちが立っている所に
建物の柱があったんじゃ

疾
走
！ 

快
走
！ 

力
走
！

疾
走
！ 

快
走
！ 

力
走
！

▶上野国佐位郡正倉跡
イメージキャラクター

わしが案内しますぞ

遺跡の保護のため、今はもう
埋め戻されているが、たくさんの
米倉跡が見つかったんじゃ！
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参加人数

２km
５km
10km
ハーフ

200人
506人
700人
534人

…
…
…
…

❶

❸

❷

ゲストランナーの
皆さん
ゲストランナーの
皆さん

❶
❷
❸

❶
❷
❸

谷口浩美さん
花田勝彦さん
上武大学駅伝部
の皆さん



市
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

対象世帯の説明
●子育て世帯＝夫婦と就学前の子どもがいる世帯、また
は婚姻から３年を経過せず、夫婦の年齢の合計が70歳
以下の世帯

●母子世帯＝現在婚姻していない昭和31年４月２日以降
に生まれた母と未成年の子どもだけの世帯

●単身者世帯＝昭和31年４月１日以前に生まれた人など
●高齢者世帯＝昭和31年４月１日以前に生まれた人で
２人以上の世帯（子どもがいる場合は18歳未満に限り
ます）

●障害者世帯＝障害者がいる２人以上の世帯
●一般世帯＝中堅所得者世帯（収入月額が15万8,000円
から48万7,000円までの世帯）に該当しない、２人以
上の世帯

申し込み多数
の場合は抽選
会を行います

期日　１月25日（日）
時間　午前９時10分開始
会場　市役所東館５階第１会議室

※県営住宅の応募書類も住宅課にあります

期
日
　
１
月
11
日（
日
）

時
間
　
正
午
〜
午
後
９
時
30
分

会
場
　
本
町
通
り
ほ
か

※
交
通
規
制
を
行
い
ま
す

新
春
を
彩
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

【
上
州
焼
き
饅
祭 

福
饅
神
事
】

　
年
男
・
年
女
が
願
い
を
込
め
た

直
径
約
55
セ
ン
チ
の
ま
ん
じ
ゅ
う

に
、
ミ
ス
ひ
ま
わ
り
が
み
そ
だ
れ

を
塗
っ
て
焼
き
上
げ
ま
す
。
焼
き

上
が
っ
た
ま
ん
じ
ゅ
う
は
、
福
分

け
と
し
て
見
物
客
に
振
る
舞
わ
れ

ま
す
。

時
間
　
午
後
２
時
開
始

会
場
　
伊
勢
崎
神
社（
本
町
）

い
せ
さ
き
初
市
を
開
催
し
ま
す

【
新
春
演
奏
】

時
間
　
午
後
３
時
30
分
〜
４
時
45

分会
場
　
い
せ
さ
き
明
治
館

内
容
　
邦
楽
グ
ル
ー
プ「
音
舞
楽

人
」が
、
民
謡
を
ア
レ
ン
ジ
し
た

心
温
ま
る
演
奏
を
届
け
ま
す

入
場
料
　
無
料

【
猿
ま
わ
し
】

時
間
　
午
後
２
時
〜
８
時

※
随
時
行
い
ま
す

会
場
　
本
町
通
り
か
ら
く
り
時
計

前
交
差
点
付
近

　
本
町
通
り
に
福
入
り
だ
る
ま
の
露
店
が
立
ち
並
び
、
み
こ
し
の
出
初
め

や
い
せ
さ
き
百
円
商
店
街
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　問
い
合
わ
せ　
文
化
観
光
課（
☎

（27）
２
７
５
９
）

住宅名 対象世帯 募集戸数

昭和住宅 一般世帯 １戸

茂呂島住宅

子育て世帯 １戸

母子世帯 ２戸

障害者世帯 ２戸

一般世帯 １戸

豊城西住宅

子育て世帯 1戸

母子世帯 1戸

高齢者世帯 1戸

一般世帯 １戸

豊城北住宅 一般世帯 １戸

羽黒住宅

子育て世帯・
母子世帯

7戸

単身者世帯 2戸

一般世帯 １戸

太田住宅
子育て世帯 １戸

母子世帯 １戸

今泉住宅 母子世帯 １戸

山王住宅 単身者世帯 １戸

境木島住宅 母子世帯 １戸

境下武士住宅 子育て世帯 １戸

境百々第１住宅 子育て世帯 １戸

境百々第２住宅 一般世帯 １戸

境熊野前住宅 単身者世帯 １戸

ｉ
アイ

タワー花の森住宅 子育て世帯 ２戸

入居者を募集する市営住宅一覧 　
入
居
に
は
市
税
の
滞
納
が
な
い

こ
と
、
所
得
制
限
な
ど
の
条
件
が

あ
り
ま
す
。
申
し
込
み
の
前
に
住

宅
課
、
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
詳
細
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

募
集
内
容
は
変
更
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
必
要
書
類
を
用
意
す

る
期
間
を
考
慮
し
て
、
余
裕
を
持

っ
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間
　
１
月
５
日（
月
）か
ら

16
日（
金
）ま
で

※
土
・
日
・
祝
日
は
除
き
ま
す

時
間
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
住
宅

課（
☎
（27）
２
７
６
４
）

期間　１月２日（金）から２月11日（祝）まで
　※１月12日（祝）を除く月・火曜日は休館
です
時間　午前10時～午後５時
　※１月11日（日）は午後８時まで
会場・問い合わせ
　いせさき明治館（☎40－6885）

新春を寿ぎ　縁起柄めいせん展

だるまを求める人でにぎわう本町通り

オ

 

ブ

ラ
ー

ト
ことほ

や

ま
ん
さ
い

ふ
く
ま
ん
し
ん

じ
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自
分
で
、
地
域
で
、
備
え
る

　
災
害
が
発
生
し
た
と
き
、
交
通

の
混
乱
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で

同
時
に
起
こ
る
被
害
へ
の
対
応
の

た
め
、
行
政
や
防
災
機
関
の
援
助

が
す
ぐ
に
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。
防
災
の
基
本
は「
自

分
の
身
の
安
全
と
財
産
は
自
分
で

守
る
」こ
と
で
す
。
防
災
マ
ッ
プ

な
ど
を
活
用
し
て
、
自
分
の
住
む

地
域
で
は
災
害
時
に
ど
ん
な
危
険

が
あ
る
か
を
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
ま
た
避
難
場
所
や
非
常
時
持

ち
出
し
品
な
ど
も
確
認
し
ま
し
ょ

う
。
防
災
マ
ッ
プ
は
市
民
情
報
コ

ー
ナ
ー（
市
役
所
・
各
支
所
）に
あ

り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

確
認
で
き
ま
す
。

　
災
害
を
乗
り
切
る
に
は
、
地
域

住
民
の
相
互
協
力
も
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
す
ぐ
に
助
け
の
手
を
差
し
伸

べ
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
ご
近

所
同
士
で
す
。
普
段
か
ら
近
所
付

き
合
い
を
大
切
に
し
、
地
域
の
特

性
を
把
握
し
た
上
で
、
住
民
同
士

で
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

参
加
し
た
い
と
き
は

　
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
は
、
復

旧
・
復
興
の
取
り
組
み
だ
け
で
な

く
、
日
頃
の
予
防
や
訓
練
、
防
災

意
識
の
啓
発
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

形
で
参
加
で
き
ま
す
。
近
年
で
は

活
発
に
活
動
が
行
わ
れ
、
予
防
か

ら
復
旧
に
至
る
災
害
対
策
の
あ
ら

ゆ
る
局
面
で
大
き
な
役
割
を
果
た

し
て
い
ま
す
。

　
被
災
地
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
参
加
す
る
に
は
、
現
地
で
の

活
動
拠
点
と
な
る
災
害
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
登
録
す
る
と
よ

い
で
し
ょ
う
。
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ

で
気
象
情
報
な
ど
現
地
の
最
新
情

報
を
必
ず
入
手
し
、
装
備
や
心
構

え
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
１
月
15
日（
木
）か
ら
21
日（
水
）ま
で
は「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間
」、

１
月
17
日（
土
）は「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日
」で
す
。
こ
の
機
会
に
災

害
に
対
す
る
心
構
え
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
、
家
庭
や
地
域
で

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　
安
心
安
全
課（
☎

（27）
２
７
０
６
）

災
害
に
備
え「
自
分
で
守
る
」、「
地
域
で
守
る
」

防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
考
え
よ
う

　
被
災
地
で
で
き
る
支
援
に
は
、

次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

●
炊
き
出
し
な
ど
避
難
所
で
の
手

伝
い

●
家
の
片
付
け
、
泥
出
し

●
話
し
相
手

●
家
事
な
ど
の
手
伝
い

●
生
活
物
資
の
訪
問
配
布

　
被
災
地
に
行
か
な
く
て
も
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
円
滑
に
活
動
す
る

た
め
に
募
金
に
協
力
す
る
こ
と
や
、

被
災
地
の
地
元
産
品
の
購
入
な
ど

を
通
し
て
経
済
面
で
支
え
る
こ
と

も
、
立
派
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

で
す
。
ま
ず
は
身
近
で
で
き
る
こ

と
か
ら
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

も
し
被
災
し
て
し
ま
っ
た
と
き
は

遠
慮
せ
ず
支
援
を
受
け
て

　
大
き
な
災
害
が
発
生
し
た
と
き

は
、
被
災
地
の
生
活
の
復
旧
や
被

災
し
た
人
た
ち
へ
の
寄
り
添
い
・

手
伝
い
を
目
的
と
し
た
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
が
、
被
災
地
に
数
多
く
集
ま

り
ま
す
。
も
し
被
災
し
て
支
援
が

必
要
に
な
っ
た
場
合
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の「
手
助
け
し
た
い
」と
い

う
温
か
い
気
持
ち
を
、
遠
慮
な
く

受
け
取
り
ま
し
ょ
う
。

　
地
震
や
風
水
害
な
ど
大
規
模

な
災
害
が
発
生
し
た
と
き
に
、

自
力
で
避
難
す
る
こ
と
が
困
難

な
人
が
安
全
に
避
難
で
き
る
よ

う
、
市
で
は
支
援
が
必
要
な
人

の
名
簿
を
作
成
し
、
地
域
で
支

援
で
き
る
体
制
づ
く
り
を
進
め

て
い
ま
す
。
支
援
を
希
望
す
る

人
は
、
事
前
に
登
録
を
し
て
く

だ
さ
い
。
既
に
登
録
を
し
て
い

る
人
は
、
再
度
登
録
す
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

対
象
と
な
る
人

●
介
護
保
険
の
要
介
護
ま
た
は

要
支
援
の
認
定
を
受
け
て
い
る

人●
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た

は
２
級
を
持
っ
て
い
る
人

●
療
育
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人

●
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

を
持
っ
て
い
る
人

●
難
病
患
者

●
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の

人
、
ま
た
は
65
歳
以
上
の
高
齢

者
だ
け
の
世
帯
の
人

●
そ
の
ほ
か
、
避
難
行
動
に
支

援
が
必
要
な
人

※

施
設
や
病
院
な
ど
に
長
期
入

所
・
入
院
し
て
い
る
人
は
対
象

に
な
り
ま
せ
ん

登
録
方
法

　
安
心
安
全
課
に
あ
る
申
請
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
直

接
ま
た
は
郵
送
で
安
心
安
全
課

（
〒
３
７
２
ー
８
５
０
１
　（
住

所
不
要
）　
市
役
所
安
心
安
全

課
）に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※

申
請
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま

す

※

申
請
書
の
記
入
が
困
難
な
人

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

個
人
情
報
の
取
り
扱
い

　
避
難
支
援
の
対
象
者
と
し
て

登
録
す
る
際
は
、
各
行
政
区
の

自
主
防
災
組
織
、
民
生
・
児
童

委
員
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
消

防
署
、
市
消
防
団
、
警
察
署
に

個
人
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
に

同
意
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
円
滑
な
支
援
の
た
め
、

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

災
害
時
に
避
難
支
援
を
希
望
す
る
人
は

登
録
を
し
て
く
だ
さ
い



農業まつり
農業でいせさきを元気に！

女堀の発掘現場を見学
国指定史跡「女堀」発掘調査現地説明会

光の輝きに魅了されました
いせさきイルミネーションナイト2014

介護予防フェスタ2014
楽しく 元気に 介護予防

建物に歴史を感じて
いせさき建築遺産めぐり

７度目の箱根駅伝挑戦
上武大学駅伝部

花の苗の販売もありました
展示会場に立派に育った野菜が
並びました

「伊勢崎完熟牛蒡・甘久郎」は大好評

ポン菓子の無料配布

多くの人が詰め掛けた
ステージイベント

華やかな光に彩られた公園発掘現場で職員の解説を聞きました

ボールを使ったＡＤＬ体操

体力年齢チェック
片足でバランスを取ります

管理栄養士による健康食品の説明

温かいしょうが湯でほっと一息

おんな  ぼり

田島弥平旧宅で 黒津さん（左）が建物の特徴を解説

ご  ぼう かん  く  ろう

がんばれ 上武大学駅伝部！

　11月23日、「農業まつり」が市民プ
ラザで開催されました。「未来へつな
ごう食と農!! ～雪害からの復興～」を
テーマに農業を応援するさまざまなイ
ベントが行われました。
　会場ではその日収穫された野菜や、
花の苗、地元の食材を使った加工食品
などが販売され、買い求める人たちが
行列を作りました。ステージイベント
や食育コーナーにも多くの人が集まり、
訪れた人たちは楽しく本市の農業に親
しみました。

　11月30日、国指定史跡「女堀」の発掘調査現場で、現
地説明会が行われました。今回の調査で、女堀は交差す
る自然の谷の底面に合わせて掘削されていたことなどが
明らかになりました。説明会には157人が参加し、職員
の解説を聞きながら興味深そうに発掘調査現場を見学し
ていました。

　12月６日から25日まで、波志江沼環境ふれあい公園
で「いせさきイルミネーションナイト2014」が開催され
ました。６日に行われた点灯式では、来場者によるカウ
ントダウンを合図にイルミネーションが点灯。歓声とと
もに辺りは光に彩られました。開催期間中は多くの人が
会場を訪れ、幻想的な光景を楽しみました。

　11月30日、市役所を会場に「介護予防フェスタ2014」が開催されました。
介護予防のための体操や、体力測定、バランスの取れた食事の紹介など、介護
予防に関するさまざまなコーナーが設けられました。スタンプラリーも行われ、
参加した皆さんは、会場を回りながら体力づくりや健康づくりなど、介護が必
要にならないため心身の衰えを予防することの重要さについて楽しく学びまし
た。

　日本工業大学教授の黒津高行さんを講師に迎え、市内
の歴史ある建築物を学ぶ講座「いせさき建築遺産めぐり」
が開かれました。参加者は11月22日に殖蓮公民館で講
義を受け、29日には旧森村家住宅や田島弥平旧宅など
を見学しました。参加者からは、「学んだことを家族に
も話してあげたい」などといった感想が聞かれました。

　本市を練習拠点とする上武大学駅伝部が、１月２日・
３日に行われる東京箱根間往復大学駅伝競走（箱根駅伝）
に出場します。今大会で、７年連続７度目の箱根路への
挑戦となります。初のシード権獲得（総合順位10位以内）
を目指し、12月中旬、チームは本番に向けた最終調整に
入りました。みんなで上武大学駅伝部を応援しましょう。
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お
知
ら
せ

相
談

　
良
好
な
都
市
環
境
を
つ
く
る
た

め
、
伊
勢
崎
市
第
２
次
環
境
基
本

計
画（
素
案
）を
作
成
し
ま
し
た
。

こ
の
計
画（
素
案
）に
つ
い
て
、
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
を
行
い

ま
す
。
皆
さ
ん
の
意
見
を
聞
か
せ

て
く
だ
さ
い
。

【
意
見
の
提
出
方
法
】

　
所
定
の
様
式
に
住
所
・
氏
名
・

意
見
と
そ
の
理
由
を
記
入
の
上
、

直
接
ま
た
は
封
書
・
フ
ァ
ク
ス
・

メ
ー
ル
で
環
境
保
全
課
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※

資
料
と
所
定
の
様
式
は
、
環
境

保
全
課
・
市
民
情
報
コ
ー
ナ
ー（
市

役
所
・
各
支
所
）に
あ
り
ま
す
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
も
で
き
ま
す

期
間
　
１
月
９
日（
金
）か
ら
２
月

９
日（
月
）ま
で（
必
着
）

対
象
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
人

●
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
・
在

学
の
人

●
市
内
に
事
務
所
・
事
業
所
が
あ

る
個
人
・
法
人
・
団
体

●
本
市
に
納
税
義
務
が
あ
る
人

●
こ
の
計
画（
素
案
）に
利
害
関
係

農
林
業
セ
ン
サ
ス
に
ご
協
力
を

情
報
政
策
課（
☎
（27）
２
７
１
０
）

県
の
特
定
最
低
賃
金
が
改
定

商
工
労
働
課（
☎
（27）
２
７
５
５
）

市
民
提
案
型
協
働
ま
ち
づ
く
り
事
業

発
達
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
事
業

市
民
活
動
課（
☎
（61）
６
７
１
２
）

が
あ
る
人

宛
先
　
〒
３
７
２
ー
８
５
０
１
　

（
住
所
不
要
）　
市
役
所
環
境
保
全

課
、
　
（24）
５
２
５
３
、
　hozen

@
city.isesaki.lg.jp

　
よ
り
良
い
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
た
め
、
伊
勢
崎
市
第

４
期
障
害
福
祉
計
画
を
策
定
し
ま

す
。
こ
の
計
画（
案
）に
つ
い
て
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
を
行

い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
意
見
を
聞
か

せ
て
く
だ
さ
い
。

【
意
見
の
提
出
方
法
】

　
所
定
の
様
式
に
住
所
・
氏
名
・

意
見
と
そ
の
理
由
を
記
入
の
上
、

直
接
ま
た
は
封
書
・
フ
ァ
ク
ス
・

メ
ー
ル
で
障
害
福
祉
課
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※
資
料
と
所
定
の
様
式
は
、
障
害

福
祉
課
・
市
民
情
報
コ
ー
ナ
ー（
市

役
所
・
各
支
所
）に
あ
り
ま
す
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
も
で
き
ま
す

期
間
　
１
月
９
日（
金
）か
ら
２
月

９
日（
月
）ま
で

対
象
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
人

●
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
・
在

学
の
人

●
市
内
に
事
務
所
・
事
業
所
が
あ

る
個
人
・
法
人
・
団
体

●
本
市
に
納
税
義
務
が
あ
る
人

●
こ
の
計
画（
案
）に
利
害
関
係
が

あ
る
人

宛
先
　
〒
３
７
２
ー
８
５
０
１
　

（
住
所
不
要
）　
市
役
所
障
害
福
祉

課
、
　
（26）
１
８
０
８
、
　f-shogai

@
city.isesaki.lg.jp

　
市
で
は
冬
期
の
安
全
な
道
路
交

通
の
た
め
、
道
路
に
約
10
セ
ン
チ

以
上
の
積
雪
が
見
込
ま
れ
る
場
合

は
除
雪
作
業
を
行
い
ま
す
。
国
・

県
と
連
携
し
て
、
交
通
量
の
多
い

幹
線
道
路
の
除
雪
を
優
先
的
に
行

い
ま
す
。

　
冬
期
道
路
に
対
す
る
備
え
と
除

雪
作
業
の
実
施
に
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
自
宅
な
ど
の
敷
地
か
ら
道
路
に

せ
り
出
し
て
い
る
竹
や
木
の
枝
は
、

伐
採
し
て
く
だ
さ
い

●
庭
や
屋
根
に
積
も
っ
た
雪
は
、

道
路
に
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い

●
除
雪
作
業
後
に
、
玄
関
先
な
ど

に
残
っ
て
し
ま
っ
た
雪
の
処
理
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

●
大
雪
の
と
き
は
不
要
不
急
の
外

出
を
控
え
、
ま
た
路
上
駐
車
は
し

な
い
で
く
だ
さ
い

●
早
朝
の
除
雪
作
業
に
ご
理
解
を

お
願
い
し
ま
す

●
自
動
車
な
ど
の
ス
リ
ッ
プ
事
故
・

立
ち
往
生
な
ど
を
起
こ
さ
な
い
よ

う
、
冬
用
タ
イ
ヤ
・
チ
ェ
ー
ン
を

携
行
し
て
く
だ
さ
い

傍
聴
し
ま
し
ょ
う

教
育
委
員
会
会
議
定
例
会

教
育
委
員
会
総
務
課 

（
☎
（27）
２
７
８
５
）

　
65
歳
以
上
で
要
介
護
認
定
を
受

け
て
お
り
、
市
の
判
定
基
準
を
満

た
す
人
に
、
障
害
者
控
除
対
象
者

認
定
書
を
交
付
し
ま
す
。
対
象
者

本
人
、
ま
た
は
対
象
者
を
扶
養
す

る
家
族
が
、
確
定
申
告
や
市
・
県

民
税
の
申
告
を
す
る
際
、
障
害
者

控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
確
定
申
告
な
ど
で
障
害
者
控
除

の
手
続
き
を
す
る
場
合
は
、
３
月

16
日（
月
）ま
で
に
介
護
保
険
課
ま

た
は
各
支
所
住
民
福
祉
課
で
、
認

定
書
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

※

申
請
書
は
介
護
保
険
課
・
各
支

所
住
民
福
祉
課
に
あ
り
ま
す
。
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
も
で
き
ま
す

対
象
　
平
成
26
年
12
月
31
日
現
在
、

障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
お

ら
ず
、
要
介
護
１
〜
５
の
認
定
を

受
け
て
い
る
65
歳
以
上
の
人

期
日
　
１
月
15
日（
木
）

時
間
　
午
後
２
時
開
始

会
場
　
絣
の
郷（
市
民
交
流
館
）

定
員
　
７
人（
先
着
順
）

申
し
込
み
　
当
日
午
後
１
時
30
分

か
ら
１
時
50
分
ま
で
に
直
接
会
場

へ　
農
林
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、

若
者
た
ち
が
希
望
を
持
て
る
農
林

業
の
施
策
に
役
立
て
る
た
め
、
２

月
１
日（
日
）を
調
査
期
日
と
し
て

農
林
業
セ
ン
サ
ス
農
林
業
経
営
体

調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
県
知
事

か
ら
委
嘱
さ
れ
た
調
査
員
が
、
直

接
訪
問
し
て
調
査
し
ま
す
。

　
調
査
の
結
果
は
、
国
の
農
林
行

政
の
基
本
計
画
の
企
画
・
評
価
や

都
道
府
県
・
市
町
村
の
事
業
計
画

の
企
画･

立
案
な
ど
に
活
用
さ
れ

ま
す
。
提
出
さ
れ
た
調
査
票
は
厳

重
に
管
理
さ
れ
、
統
計
資
料
作
成

の
目
的
以
外
に
は
使
用
さ
れ
ま
せ

ん
の
で
、
正
確
に
記
入
し
て
く
だ

さ
い
。

対
象
　
農
業
・
林
業
を
営
む
個
人
・

法
人
な
ど

調
査
内
容
　
世
帯
の
状
況
、農
地
・

山
林
の
面
積
、
農
産
物
の
生
産
・

販
売
状
況
な
ど

　
特
定
の
製
造
業
に
適
用
さ
れ
る

特
定
最
低
賃
金
が
平
成
26
年
12
月

27
日
か
ら
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

●
製
鋼
・
鉄
素
形
材
製
造
業
＝
８

２
８
円
、
一
般
機
械
器
具
製
造
業

＝
８
１
７
円
、
電
気
機
械
器
具
製

造
業
＝
８
１
５
円
、
輸
送
用
機
械

器
具
製
造
業
＝
８
１
７
円

問
い
合
わ
せ
　
群
馬
労
働
局（
☎

０
２
７
ー
２
１
０
ー
５
０
０
５
）

　
子
ど
も
の
発
達
や
成
長
は
、
保

護
者
な
ら
誰
で
も
心
配
で
す
。
心

理
・
発
達
検
査
を
行
い
、
課
題
や

今
後
の
対
策
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

期
日
　
１
月
27
日
・
２
月
24
日
・

３
月
17
日
の
火
曜
日

時
間
　
午
前
10
時
・
11
時
・
午
後

１
時
の
３
回

会
場
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
生
涯
発
達
ケ

ア
セ
ン
タ
ー
さ
ん
れ
ん
ぷ（
茂
呂

町
二
丁
目
２
８
７
５
ー
４
）

対
象
　
市
内
に
在
住
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者

定
員
　
各
１
組（
先
着
順
）

参
加
料
　
無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
１
月

８
日（
木
）か
ら
電
話
・
メ
ー
ル
で

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
生
涯
発
達
ケ
ア
セ
ン

タ
ー
さ
ん
れ
ん
ぷ（
　
０
９
０
ー

１
８
１
０
ー
９
７
８
７
、
　san

renpu.since2014@
gm
ail.com

・

中
林
）

第
４
期
障
害
福
祉
計
画（
案
）

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続

障
害
福
祉
課（
☎
（27）
２
７
５
３
）

冬
期
の
道
路
除
雪
に
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

道
路
維
持
課（
☎
（27）
２
７
６
１
）

第
２
次
環
境
基
本
計
画（
素
案
）

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続

環
境
保
全
課（
☎
（27）
２
７
３
３
）

障
害
者
控
除
・
特
別
障
害
者
控
除

対
象
者
に
認
定
書
を
交
付
し
ま
す

介
護
保
険
課（
☎
（27）
２
７
４
４
）

メール

登録の方法

　  
問い合わせ

　気象、避難勧告・指示などの防災情報や地域の防犯情報
などを、いせさき情報メールとして配信しています。災害
時には、防災無線や広報車などの緊急放送が聞き取れない
こともあります。いざというときに確実に情報を得られる
よう、いせさき情報メールに登録をしておきましょう。
　　　　　　携帯電話で次のメールアドレスに
　空メールを送信してください。
　　 t-isesaki@sg-m.jp
　　　　　　安心安全課（☎27－2706） ▲QRコード

　俳優の大地康雄さんが企画・主演した映画『じん
じん』を上映します。絵本の里としてまちづくりに
取り組む北海道剣淵町を舞台に、夫婦、親子、仲間
が人とのふれあいの中で成長し、絆を強めていく姿
が描かれた物語です。
期日　２月10日（火）
時間　午前10時30分・
午後２時・６時30分
の３回
会場　文化会館
入場料
●前売り券＝1,000円
●当日券＝1,500円
　※高校生以下は当日券（800円）だけです
　※前売り券は生涯学習課、各公民館、文化会館で
１月８日（木）から販売します

　電算機器入れ替えのため、１月10日（土）から12日（祝）
まで、市役所、各支所、市民サービスセンター宮子・あず
まの窓口業務を休止します。
　※戸籍の届け出は、市役所本館１階当直室で24時間、
各支所では午前８時30分から午後５時15分まで受け付
けています

　※市税などの納付は、市役所本館１階当直室で24時間
受け付けています

問い合わせ　市民課（☎27－2727）

１月10・11・12日
土曜・日曜窓口を休止します

献血にご協力ください
全血献血（200ml・400ml）

献　血

市民ホール ランチタイムコンサート市民ホール ランチタイムコンサート
　市民の皆さんが気軽に音楽を楽しめる、ランチタイム
コンサートを開催します。
　※座席を80席用意します。立ち見もできます
期日　１月15日（木）
時間　午後０時15分～０時45分
会場　市役所東館１階市民ホール
内容　ピアノ伴奏によるミュージカル曲歌唱
入場料　無料
問い合わせ　行政課（☎27－2702）

メール

FAX

メール

FAX

メール

期日　１月14日（水）
時間　午前９時30分～午後４時
　※午前11時45分から午後１時までは除
きます
会場　市役所東館１階市民ホール

期日　１月18日（日）
時間　午前10時～午後４時15分
　※午前11時45分から午後１時までは除
きます
会場　スマーク伊勢崎（西小保方町）

映画『じんじん』上映
生涯学習課（☎27－2794）

社会福祉課（☎27－2748）

けん  ぶち

102015年（平成27年）1月1日号11 広報いせさき

情報掲示板情報掲示板
●伊勢崎市役所
●赤堀支所
●あずま支所
●境支所
開庁時間　午前8時30分～午後5時15分

■火災情報案内（24 時間）
■救急テレホンサービス（24時間）

☎0270－24－5111
☎0270－62－1151
☎0270－62－1311
☎0270－74－1111

☎0180－99－2999
☎0270－23－1299

……………
…………………
………………

……………………
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催
し

募
集

講
座

期
日
　
１
月
26
日
・
２
月
２
日
・

９
日
の
月
曜
日（
全
３
回
）

時
間
　
午
前
10
時
〜
正
午

会
場
　
あ
ず
ま
公
民
館

対
象
　
市
内
に
在
住
の
１
歳
以
上

３
歳
以
下
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護

者定
員
　
20
組（
先
着
順
）

内
容
　
リ
ズ
ム
遊
び
、
読
み
聞
か

せ
、
手
遊
び
、
け
ん
ち
ん
う
ど
ん

作
り
な
ど

参
加
料
　
２
０
０
円（
材
料
費
）

申
し
込
み
　
１
月
13
日（
火
）午
前

10
時
か
ら
参
加
料
を
添
え
て
あ
ず

ま
公
民
館
へ

期
日
　
１
月
27
日（
火
）

時
間
　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30

分会
場
　
境
児
童
館
ど
ん
ぐ
り

対
象
　
市
内
に
在
住
の
１
歳
以
上

３
歳
以
下
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護

者定
員
　
20
組（
抽
選
）

参
加
料
　
無
料

申
し
込
み
　
１
月
20
日（
火
）午
前

10
時
か
ら
11
時
ま
で
に
直
接
境
児

童
館
ど
ん
ぐ
り
へ

期
日
　
１
月
25
日（
日
）

時
間
　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
４

時会
場
　
文
化
会
館

内
容
　
講
演
会
、
隣
保
館
・
集
会

所
事
業
の
成
果
発
表
会
、
市
内
の

小
・
中
学
生
に
よ
る
人
権
啓
発
ポ

ス
タ
ー
や
人
権
標
語
の
優
秀
作
品

の
展
示
な
ど

【
講
演
会
】

演
題
　
一
人
ひ
と
り
の
い
の
ち
が

大
切
に
さ
れ
る
社
会
を
〜
身
近
な

人
権
問
題
を
考
え
る
〜

講
師
　
小
野
崎
佳
代
さ
ん（
部
落

解
放
同
盟
東
京
都
連
合
会
女
性
部

共
同
代
表
）

入
場
料
　
無
料

申
し
込
み
　
当
日
直
接
会
場
へ

問
い
合
わ
せ
　
人
権
課
・
生
涯
学

習
課（
☎
（27）
２
７
９
４
）

　
家
族
を
介
護
し
て
い
る
人
を
地

域
で
支
え
合
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
学
び
ま
せ
ん
か
。

期
日
　
２
月
１
日（
日
）

平
成
27
年
度
臨
時
教
職
員
な
ど
の

登
録
者
を
募
集

学
校
教
育
課（
☎
（27）
２
７
８
８
）

伊
勢
崎
佐
波
高
等
職
業
訓
練
校

職
業
訓
練
生
募
集

商
工
労
働
課（
☎
（27）
２
７
５
５
）

時
間
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30

分会
場
　
市
役
所
東
館
５
階
第
１
会

議
室

定
員
　
２
０
０
人（
先
着
順
）

演
題
　
元
気
に
暮
ら
せ
る
街
づ
く

り
！ 

〜
あ
な
た
に
で
き
る
こ
と
〜

講
師
　
沢
登
久
雄
さ
ん（
東
京
都

大
田
区
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

入
新
井
セ
ン
タ
ー
長
）

入
場
料
　
無
料

申
し
込
み
　
１
月
８
日（
木
）か
ら

直
接
ま
た
は
電
話
で
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
へ

期
日
　
２
月
16
日（
月
）・
19
日（
木
）

（
全
２
回
）

時
間
　
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

会
場
　
赤
堀
公
民
館

対
象
　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤・

在
学
の
18
歳
以
上
の
人

定
員
　
30
人（
先
着
順
）

演
題
・
講
師

●
絹
の
こ
と
ば
＝
新
井
小
枝
子
さ

ん（
県
立
女
子
大
学
文
学
部
准
教

授
）

●
物
の
旅
行
と
こ
と
ば
の
旅
行
＝

高
橋
顕
志
さ
ん（
県
立
女
子
大
学

文
学
部
教
授
）

参
加
料
　
無
料

申
し
込
み
　
１
月
27
日（
火
）か
ら

直
接
ま
た
は
電
話
で
赤
堀
公
民
館

へ　
　
　
　
　
境
児
童
館
ど
ん
ぐ
り

                    （
☎
（70）
２
４
１
５
）

親
子
で
リ
ト
ミ
ッ
ク

　
　
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

                    （
☎
（27）
２
７
４
５
）

家
族
介
護
支
援
講
演
会

期
日
・
時
間
　
１
月
22
日（
木
）＝

午
前
10
時
〜
午
後
１
時
・
23
日（
金
）

＝
午
前
10
時
〜
午
後
２
時（
全
２

回
）

会
場
　
あ
ず
ま
公
民
館

対
象
　
市
内
に
在
住
の
人

定
員
　
20
人（
先
着
順
）

内
容
　
韓
国
の
調
味
料
を
使
っ
て
、

白
菜
の
キ
ム
チ
と
大
根
の
カ
ク
テ

キ
を
作
り
ま
す

参
加
料
　
２
５
０
０
円（
材
料
費
）

申
し
込
み
　
１
月
８
日（
木
）か
ら

参
加
料
を
添
え
て
あ
ず
ま
公
民
館

へ期
日
　
２
月
22
日（
日
）

時
間
　
午
前
９
時
〜
正
午

会
場
　
青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー

対
象
　
小
学
生
以
上
の
人

定
員
　
40
人（
先
着
順
）

内
容
　
絵
や
模
様
を
焼
き
付
け
て

自
分
だ
け
の
カ
ッ
プ
を
作
り
ま
す

参
加
料
　
６
０
０
円（
材
料
費
・

保
険
料
な
ど
）

申
し
込
み
　
１
月
18
日（
日
）午
前

９
時
か
ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
青

少
年
育
成
セ
ン
タ
ー（
☎
（23）
５
８

０
０
）へ

休日の漏水などの連絡先

●１月17日（土）
●１月18日（日）
●１月24日（土）

吹上設備工業
三和水工
亀田建設

☎76－0406
☎32－0575
☎62－1852

●１月25日（日）
●１月31日（土）

豊鉄水工業
小倉設備興業

☎32－1526
☎25－2915

竜宮浄水場（☎24－1760）または下記の
水道指定工事店へ連絡してください。

あ
ず
ま
公
民
館（
☎
（62）
０
１
１
５
）

親
子
ふ
れ
あ
い
教
室

人
権
課（
☎
（27）
２
７
３
０
）

人
権
に
つ
い
て
考
え
る
集
い

赤
堀
公
民
館（
☎
（62）
１
１
５
３
）

県
立
女
子
大
学
出
前
講
座

あ
ず
ま
公
民
館（
☎
（62）
０
１
１
５
）

本
格
キ
ム
チ
作
り
教
室

生
涯
学
習
課（
☎
（27）
２
７
９
４
）

オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
ッ
プ
づ
く
り
教
室

次の地域の連絡先は、以下のとおりです。
●境島村の利根川右岸地域（本庄市給水区域）
　＝本庄市水道課（☎0495－22－2151）
●境平塚の利根川右岸地域（深谷市給水区域）
　＝深谷市水道工務課（☎048－574－6661）

募
集
内
容

①
補
助
教
職
員
＝
産
前
・
産
後
休

暇
や
育
児
休
業
な
ど
を
取
得
す
る

教
職
員（
教
諭
・
養
護
教
諭
・
学

校
栄
養
職
員
・
学
校
事
務
職
員
）

の
代
わ
り
と
し
て
勤
務
し
ま
す

②
初
任
者
研
修
後
補
充
非
常
勤
講

師
＝
小
・
中
学
校
の
新
採
用
教
諭

が
校
外
研
修
で
不
在
の
と
き
に
、

非
常
勤
講
師
と
し
て
勤
務
し
ま
す
。

１
日
７
時
間
、
年
間
17
日
ま
で
の

勤
務
で
す（
平
成
26
年
度
実
績
）

③
マ
イ
タ
ウ
ン
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー（
非

常
勤
講
師
）＝
小
学
校（
国
語
・
算

数
）、
中
学
校（
数
学
・
英
語
）で
、

教
科
の
少
人
数
指
導
を
担
当
し
ま

す④
小
・
中
学
校
英
語
支
援
助
手
＝

小
・
中
学
校
の
英
語
科
で
授
業
支

援
を
行
い
ま
す

⑤
小
学
校
学
習
生
活
相
談
員
・
中

学
校
教
育
相
談
員
・
適
応
指
導
教

室
指
導
員
＝
不
登
校
の
教
育
相
談

や
学
習
支
援
な
ど
を
行
い
ま
す

対
象

①
〜
③
＝
職
種
に
応
じ
た
免
許
を

持
つ
人

※

学
校
事
務
職
員
は
免
許
を
必
要

と
し
ま
せ
ん

④
＝
小
学
校
英
語
支
援
助
手
は
教

員
免
許
状
を
持
つ
人
、
英
語
が
堪

能
な
人
。
中
学
校
英
語
支
援
助
手

は
英
語
の
教
員
免
許
状
を
持
つ
人

⑤
＝
教
職
経
験
の
あ
る
人
、
児
童

生
徒
に
対
す
る
相
談
経
験
や
学
習

指
導
経
験
の
あ
る
人
、
教
育
相
談

に
関
わ
る
資
格
を
持
つ
人

申
し
込
み
　
履
歴
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
①
〜
④
は
随
時
、

⑤
は
２
月
６
日（
金
）ま
で
に
直
接

学
校
教
育
課
へ

※

土
・
日
・
祝
日
は
除
き
ま
す

※

必
要
に
応
じ
て
連
絡
し
、
面
接

を
行
い
ま
す

科
目
・
期
間

●
木
造
建
築
科
＝
３
年

●
と
び
科
＝
２
年

●
配
管
科
＝
１
年

●
機
械
加
工
科
＝
１
年

対
象
　
科
目
に
関
連
す
る
事
業
所

に
勤
務
し
て
い
て
労
働
保
険
に
加

入
し
て
い
る
18
歳
以
上
の
人
、
ま

た
は
求
職
中
の
18
歳
以
上
の
人

定
員
　
各
10
人

受
講
料
　
年
７
万
２
０
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
３
月

31
日（
火
）ま
で
に
伊
勢
崎
佐
波
高

等
職
業
訓
練
校（
☎
（25）
７
５
６
８
）

※

土
・
日
・
祝
日
は
除
き
ま
す

　５月16日（土）・17日（日）の２日間、自
宅の庭をオープンガーデンとして開放して
くれる人を募集します。花や緑のある庭を
来場者に開放し、自由に見学をしてもらい
ます。洋風・和風は問いません。自慢の庭
をたくさんの人に見てもらいませんか。
申し込み・問い合わせ　１月30日（金）ま
でに電話で公園緑地課（☎27－2768）

オープンガーデンいせさき
新規参加者募集

期日　２月28日（土）
時間　午前10時～ 11時30分
会場　健康管理センター
演題　専門医がアドバイス！　自分自身に合っ
た前立腺肥大症と前立腺がんの最新治療法
講師　伊藤一人さん（群馬大学大学院泌尿器科
学准教授）
入場料　無料
申し込み　当日直接会場へ
問い合わせ
●健康管理センター（☎23－6675）
●赤堀保健福祉センター（☎20－2210）
●あずま保健センター（☎62－9918）
●境保健センター（☎74－1363）

前立腺がん講演会

　本市の良好な景観形成に貢献した個人・団体や、
良好な景観に寄与する優れた建築物の所有者・設
計者の表彰式と、講演会を開催します。
期日　１月29日（木）
時間　午後１時30分～３時30分
会場　境総合文化センター

【講演会】
演題　伊勢崎の景観まちづくり資源の魅力と可能
性を探る
講師　栗原昭矩さん（いせさき街並み研究会代表）
入場料　無料
申し込み　当日直接会場へ

景観まちづくり賞表彰式と景観まちづくり講演会 都市計画課（☎27－2767）

健康づくり課（☎27－2746）

こだわりの庭を公開してみませんか

くり  ばら  あき  のり

お     

の     

ざ
き   

か      

よ

さ
わ
の
ぼ
り

　
　   

　     

さ    

え     

こ

　
　  

　
　  

け
ん   

じ

　    　　  かず    と
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ス
ポ
ー
ツ

市
民
の
善
意

生涯学習大会

期
日
　
２
月
９
日
か
ら
27
日
ま
で

の
月
・
水
・
金
曜
日（
全
８
回
）

※

11
日（
祝
）は
除
き
ま
す

時
間
　
午
後
６
時
30
分
〜
８
時

会
場
　
伊
勢
崎
ス
ケ
ー
ト
セ
ン
タ

ー（
今
井
町
）

対
象
　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤・

在
学
の
小
学
生
以
上
の
人

定
員
　
50
人（
先
着
順
）

参
加
料
　
４
５
０
０
円（
入
場
料
、

貸
し
靴
代
な
ど
）

申
し
込
み
　
１
月
14
日（
水
）か
ら

直
接
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
へ

期
日
　
２
月
９
日
か
ら
23
日
ま
で

の
月
・
金
曜
日（
全
５
回
）

時
間
　
午
後
６
時
30
分
〜
８
時

会
場
　
上
武
大
学
伊
勢
崎
キ
ャ
ン

パ
ス（
戸
谷
塚
町
）

対
象
　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤・

在
学
の
人
・
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者

定
員
　
50
人（
抽
選
）

内
容
　
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
の

講
義
、
ス
ポ
ー
ツ
テ
ー
ピ
ン
グ
・

マ
ッ
サ
ー
ジ
の
実
技
な
ど

参
加
料
　
３
０
０
０
円（
教
材
費

な
ど
）

申
し
込
み
　
往
復
は
が
き
に
住
所・

氏
名
・
年
齢
・
職
業
・
電
話
番
号

を
記
入
の
上
、
上
武
大
学
伊
勢
崎

キ
ャ
ン
パ
ス（
〒
３
７
２
ー
８
５

８
８
　
戸
谷
塚
町
６
３
４
ー
１
　

上
武
大
学
伊
勢
崎
キ
ャ
ン
パ
ス
公

開
講
座「
ス
ポ
ー
ツ
コ
ン
デ
ィ
シ

ョ
ニ
ン
グ
講
座
」係
）へ

締
切
日
　
１
月
23
日（
金
）必
着

問
い
合
わ
せ
　
上
武
大
学
伊
勢
崎

キ
ャ
ン
パ
ス（
☎
（32）
１
０
１
１
）

【
学
科
】

期
日
　
１
月
31
日
・
２
月
７
日
・

14
日
の
土
曜
日（
全
３
回
）

時
間
　
午
後
６
時
〜
９
時

会
場
　
殖
蓮
公
民
館

【
実
技
】

期
日
　
３
月
１
日（
日
）

時
間
　
午
前
９
時
〜
正
午

会
場
　
四
ツ
葉
学
園
中
等
教
育
学

校　
　
　
　
＊
　
　
　
＊

い
ず
れ
も

対
象
　
市
内
に
在
住
の
人

※

学
生
は
除
き
ま
す

※

市
野
球
協
会
に
登
録
し
て
い
る

チ
ー
ム
の
監
督
・
主
将
、
少
年
野

球
の
監
督
・
コ
ー
チ
は
参
加
し
て

く
だ
さ
い

参
加
料
　
無
料

申
し
込
み
　
当
日
直
接
会
場
へ

問
い
合
わ
せ
　
市
野
球
協
会（
☎

　（32）
０
０
９
４
・
宮
田
）

期
日
　
２
月
１
日（
日
）

時
間
　
午
前
７
時
市
野
球
場
西
側

駐
車
場
集
合
・
出
発

※

午
後
６
時
帰
着
予
定

会
場
　
軽
井
沢
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

ス
キ
ー
場（
長
野
県
軽
井
沢
町
）

対
象
　
市
内
の
小
学
生
と
そ
の
保

護
者

定
員
　
30
人
程
度（
先
着
順
）

内
容
　
基
礎
か
ら
中
級
程
度
ま
で

※

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
は
で
き
ま
せ
ん

参
加
料
　
２
３
０
０
円（
保
険
料

な
ど
）

※

リ
フ
ト
代（
小
学
生
は
無
料
）、

昼
食
代
、
レ
ン
タ
ル
ス
キ
ー
代
が

別
途
必
要
で
す

申
し
込
み
　
１
月
９
日（
金
）か
ら

22
日（
木
）ま
で
に
直
接
ス
ポ
ー
ツ

振
興
課
へ

　
次
の
皆
さ
ん
か
ら
、
寄
付
・
寄

贈
が
あ
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

♥
高
崎
信
用
金
庫
か
ら
市
民
病
院

へ
車
椅
子
30
台

♥
故
根
岸
喜
代
志
さ
ん
の
ご
遺
族

（
国
定
町
一
丁
目
）か
ら
教
育
振
興

費
と
し
て
１
０
０
万
円

♥
伊
勢
崎
市
建
物
清
掃
事
業
者
協

会
か
ら
第
二
中
学
校
へ
廊
下
・
階

段
の
清
掃
労
力
奉
仕

♥
久
保
田
幸
男
さ
ん（
市
場
町
一

丁
目
）か
ら
伊
勢
崎
ハ
イ
ツ
へ
マ

ク
ワ
ウ
リ
10
個
、
ニ
ュ
ー
メ
ロ
ン

５
個
、
ス
イ
カ
３
個

♥
青
木
宏
さ
ん（
山
王
町
）か
ら
市

内
の
各
小
・
中
学
校
、
中
等
教
育

学
校
へ
図
書「
い
せ
さ
き
銘
仙
」36

冊♥
森
村
方
子
さ
ん（
連
取
町
）か
ら

市
内
の
各
公
民
館
な
ど
へ
図
書「
い

せ
さ
き
銘
仙
」17
冊

♥
伊
勢
崎
佐
波
職
工
組
合
か
ら
市

内
の
各
幼
稚
園
、
各
小
・
中
学
校

へ
施
設
の
修
繕
労
力
奉
仕

♥
群
馬
カ
ラ
オ
ケ
連
盟
か
ら
殖
蓮

中
学
校
へ
車
椅
子
１
台

♥
佐
藤
好
彦
さ
ん（
三
和
町
）か
ら

市
内
の
各
小
・
中
学
校
、
中
等
教

育
学
校
へ
図
書「
わ
た
し
た
ち
が

駆
け
抜
け
た
青
春―

伊
勢
崎
空
襲

の
記
憶―

」38
冊

♥
㈱
上
毛
新
聞
社
か
ら「
富
岡
製

糸
場
と
絹
産
業
遺
産
群
」の
世
界

文
化
遺
産
登
録
を
記
念
し
た
絹
新

聞
特
別
号
の
織
り
版
・
印
刷
版
各

１
枚

♥
群
馬
県
医
薬
品
卸
協
同
組
合
か

ら
伊
勢
崎
ハ
イ
ツ
へ
大
人
用
マ
ス

ク
６
箱
、
小
児
用
マ
ス
ク
４
箱

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
☎
（27）
２
７
４
７
）

親
子
ス
キ
ー
体
験
教
室

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
☎
（27）
２
７
４
７
）

野
球
審
判
講
習
会

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
☎
（27）
２
７
４
７
）

ス
ケ
ー
ト
教
室

上
武
大
学
公
開
講
座

ス
ポ
ー
ツ
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ

講
座生

涯
学
習
課（
☎
（27）
２
７
９
４
）

売上金は機械工業の振興・社会福祉の
増進などに広く役立てられています

広
告
の
ペ
ー
ジ

◆船橋オート場外発売　ＧⅡさざんかカップ
1/

1/

1/

17・18・19・20・21

８・９・10・11・12
13・14・15・16

◆ジャパンビバレッジ杯
　ＧⅠ開場38周年記念シルクカップ争奪戦

◆山陽オート場外発売

1/22・23・24・25
◆浜松オート場外発売

秘
書
課（
☎
（27）
２
７
０
０
）

期日　１月17日（土）
時間　午前10時～午後２時30分
会場　境総合文化センター
内容　各地区の生涯学習の成果発表、生涯学習支援
ボランティアまなびぃ先生の発表・紹介と作品の
展示、読書の街いせさき啓発展示など

入場料　無料

生涯学習課（☎27－2794）

さ
ち   

お

ま
さ   

こ

情報掲示板

1415 2015年（平成27年）1月1日号有料広告のページ 広告内容については、広告主に問い合わせてください。


